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心と力のある法曹になるために
－新しい制度における真法会の強み－

P1 理事長挨拶

　私たち真法会研究室は、炎の塔学研連所属の研究室です。そ

の歴史は長く、今年で創立86周年を迎えます。これまで、法曹界

を中心に、政財界、学界などにも多くの優秀な人材を送り出してき

ました。その中には、最高裁判所判事、最高検察庁次長検事、日

本弁護士連合会会長など、重要な役職を担った先生方もいます。

私たち室員は、多くの偉大な先輩方の姿に刺激を受け、自らの志

を常に高く持ち勉学に励んでおります。

　現在、真法会研究室の室員数は58名（男33名・女25名）です。

在学生は炎の塔内の研究室にて、定席での自学自習や室員間で

の議論を通じて、互いに切磋琢磨して日々の学習に励んでいま

す。

　2019年度の司法試験では、学研連最多となる17名の合格者
を輩出しました。直近5年間での合格者68名という数字も、全学
研連トップの成績です。

　2019年度の予備試験において、5名という非常に多くの合格者
を輩出しました。うち、学部在学中の合格者は4名であり、こちら
は全学研連中2位タイの成績です。

2019年度司法試験合格者…

2019年度予備試験合格者…

当研究室出身の法律家… 約

　真法会研究室は今まで、約870名の法曹を輩出してきました。
実務家である先生方と交流する機会が多くあり、自身の将来像
についてイメージを膨らませることができるでしょう。

　また、真法会は、法律雑誌『受験新報』において法曹養成講座
を開設しています。そこでは、先輩実務家が多数執筆していま
す。

　法曹になることだけを目的に学ぼうとする人は、他の道に
進んだ方がよほど幸せでしょう。学生時代は、目の前の試
験ではなく、その先にある未来、すなわち、君たちが心と
力のある法曹として永く人生を歩んでいくためにあることを
忘れてはなりません。

　では、学生時代には一体何をすべきか。それは、強い意
志に支えられたゆるぎない向上心を持って、物事を熟考
する姿勢と、試練を乗り越える胆力とを鍛えることです。法
律家になって本当に良い仕事をするためには、これらの要
素が極めて重要なのです。

 

　これまで多くの真法会員は、学生時代にこうしたトレーニングを重ねることにより、心と力のある法
曹となって、社会の各方面で活躍してきました。そしてこのことは、法曹になるまでの期間短縮を図
ろうとする新しい法曹養成制度の下においてこそ、従来にも増して大きな価値を発揮するものとい
えましょう。
　一貫教育コースを始めとした新しい法曹養成制度は、単なる早期合格が目的ではありません。早
期に合格し、かつ、社会の一隅であっても地に足の付いた着実な社会的存在となることが世の人
々から求められているのです。合格が早いだけでその後の伸びしろを持たない残念な実例を、私
はこれまで、数多くの合格者に見て来ました。

　これらの充実した学習環境、研究室運営を支えるのは、室員相互間、室員と先輩会員間のつな
がりの深さです。これを象徴するのが毎年実施されている様々な行事です。中でも裁判所、検察
庁、弁護士事務所訪問は、実務家の生の姿に触れることができる貴重な体験となります。これらを
通して、室員は漠然とした自分の法律家像を明確なものとし、より一層日々の勉強に磨きをかけて
います。

　真法会は、こうした環境を十分に生かしてお互いに高めあっていく文化を今も大事にしつつ、時
代に即して明るく開かれた学生主体の組織を運営しているからこそ、全国的に知られた中央大学
随一の学術研究団体であり続けています。

　とはいえ、こうした内面の強さは、一朝一夕に鍛えられ
るものではありませんし、自分一人の力で身につくもので
もありません。多くの人たちと交流し、議論し、さらに自
分の内面に立ち返って熟慮する、といった過程を繰り返
すことにより、少しずつ、しかし着実に、足腰の強い実力
として醸成されていくのです。

　真法会の強みは、まず充実した学習環境、学習制度にあります。室員は学年を越え、日夜議論し
合いながら法律学習に励みます。さらに、司法試験合格者や法科大学院合格者による後輩指導
が年間カリキュラムに沿って実施されています。このカリキュラムは決してマンネリ化することなく、
先輩弁護士たちによって都度ブラッシュアップされています。

中央大学真法会理事長
（中央大学法科大学院教授・弁護士）
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真法会研究室とは P2

小林明彦

真法会研究室とは

17名

5名

870名



司法試験制度

P3 司法試験制度

　初めての法律の勉強に不安を感じている方も多いと思います。

　真法会研究室では、司法試験やロースクールに合格した先輩方によるカリキュラムゼミが組まれ

  ており、法律を一から段階的に学び、しっかりとした実力を身につけることができます。

　また、ゼミの前のアンケートによりチューターへ直接、希望を伝えることもできます。

民法新歓ゼミ

民訴講義ゼミ 民訴論文ゼミ

民法・刑法・憲法
答案練習ゼミ

民法論文ゼミ

刑法講義ゼミ

憲法講義ゼミ

憲法論文ゼミ

商法講義ゼミ

商法論文ゼミ

真法会オリジナルのレジュメを使い、基礎的な知識の定着を図るゼミです。

問題演習を通じて、論文の書き方を学ぶゼミです。
実際に答案を書くことで、実践力が身につきます。

論文を書き、先輩に添削してもらうゼミです。1対1の指導で、さらなる力を養います。

カリキュラムゼミ P4

講義ゼミ

論文ゼミ

答案練習ゼミ

※ゼミのカリキュラムが変更になる可能性があります。
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 司法試験予備試験は、法

科大学院を修了した者と同

等の学識を有するかどうか

を判定する試験です。

　合格者には法科大学院修

了者と同じく、司法試験受験

資格が付与されます。

予備試験
 法科大学院は、法曹に必要

な学識及び能力を培うことを

目的として設置されました。

　3年間の未修者過程もしくは

2年間の既修者過程のいずれ

かを修了すると、司法試験受

験資格が与えられます。

法科大学院

　裁判官、検察官、弁護士になる資格

を得るための試験です。短答試験と、

論文試験があります。

司法試験

法律家へ

中央大学
　中央大学では、令和２年度から新しい法曹コースが始まります。

この法曹コースを利用することで法科大学院と一貫した教育を受け、

学部を３年間で卒業することができます。
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1年生 3年生2年生

9月

12月

2月

9月下旬
～10月

3月

刑訴講義ゼミ

段階的に学べる　法律学習の強い味方

刑訴論文ゼミ

行政法講義
  論文ゼミ

カリキュラムゼミ

10月下旬
 ～11月

1、2年生は原則ゼミには参加してもらいますが、一人ひとりの時間割を考慮した日程でゼミを

組むので、バイトやサークルとの両立もできます！

今年度はオンラインでゼミを実施しています！



学習環境

豊かな知識を育む、豊かな環境

　真法会研究室の扉を開くと、共同研究室があります。室員はここ

でわからない箇所についてお互いに議論したり、学習の息抜きと

して休憩をとったりします。1年生から4年生まで室員間の交流を

深めることができる空間です。

　パソコン3台、コピー機、冷蔵庫、電子レンジなどが完備されてお

り設備も充実しています。

　共同研究室の奥の扉を開くと、中部屋があります。中部屋

には冷暖房、加湿器、そして全部で70席ある定席には、1席

につき2つのコンセントが完備されています。

　真法会研究室に入室すると、1人1つ定席が与えられます。

定席は快適な環境で、集中して学習に取り組むことができる

ようになっています。

　真法会研究室には書籍や資料が共同研究室と中部屋に合

計約１７００冊あります。室員はここから判例集や基本書を自

由に閲覧し、借りることができます。

P5 学習環境 研究室のルール P6

　真法会研究室では、入室2年目の室員が研究

室の運営を担っています。

　法曹をはじめとする多くの先輩方と関わることに

よって、机の上では得られない貴重な経験をする

ことができます。法曹や企業人となった多くの先

輩方が社会に出て役立ったと言っています！

　真法会研究室では、室員が積極的に登室するこ

とにより、互いに高め合える環境を作っています。ま

た、3日以上にわたり登室できないときは事前に連

絡をすることをルールとしています。

　真法会研究室では、室員が順番に、朝と夕方それぞれ３０分程度、研究室の掃除などを行いま

す。これによって、快適な学習環境を確保することができ、室員全体が集中して法律の学習に打

ち込むことができます。

　真法会研究室では、研究室の快適な環境を維持するため、月に2500円

の室費がかかります。

研究室の運営

登室制度

共研当番

室費

分からないところは先輩に聞いて解決！

学生委員長が式典の場であいさつしています！

共同研究室

中部屋

蔵書

研究室のルール



５月
新歓スポーツ大会
　バレーボール、ドッジボールをして楽しみ、たくさんの先輩・後輩や同

期と交流を深めることができる機会です。

８月
夏季合宿
　４泊５日の合宿を行います。費用は2万円程度です。合宿は

ゼミ、自主学習などに集中して打ち込みます。最終日にはBBQ、

打ち上げがあり、室員間の交流が深まります。

ロースクールガイダンス
　教鞭をとっている先生方や法科大学院在学中の先輩から

各学校の紹介や進学へのアドバイスを聞くことができます。

９月
創立記念式典
　真法会最大の行事であり、普段会うことのできない著名なOB・

OGの先輩方と交流できます。

１０月
司法試験合格者ガイダンス
　その年の司法試験に合格された先輩方から学習方法や心構

えについてのアドバイスをいただける貴重な機会です。

１２月
忘年会

２月
弁護士エクスターンシップ

３月
卒業生歓送会
　お世話になった先輩方の門出を祝います。

裁判所見学・検察庁見学

P7 年間行事 年間行事 P8

室員の感想
　検察官についての知識が乏しかった私ですが、検察官の

方から取調べなどの業務について詳しい説明をしていただ

き、実務の具体的なイメージを掴むことができました。また、

証拠品保管庫や模擬取調室の見学は検察官の業務を肌

で感じることのできる非常に貴重な機会となりました。この

訪問を通じて、今後の法律学習のモチベーションが向上し

ただけでなく、自身の将来の法曹を形成する上での良い指

針となりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2年　佐藤樹)　

室員の感想
　自分たちが法律を勉強したその先の姿を具体的にイメー
ジすることができた有意義な行事でした。裁判傍聴では、
法曹三者や被告人が、目の前で裁判を行っている姿を見
て、緊迫した雰囲気を感じるとともに、自身がこの緊迫感の
中で法曹として活躍するんだと改めて身を引き締めること
ができました。裁判所の見学では、普段は入ることのできな
い執務室に入らせていただいたりと、とても貴重な体験がで
きました。このように自身が目指す姿を目の当たりにするの
は、法律の勉強では体験できないものであり、法曹になる
意思をより強く持つことができました。
                                                    （2年　武田遼真）

室員の感想
　弁護士といっても、普段どんな仕事をしているのか、具体的

なイメージが湧かない人も多いと思います。このエクスターン

シップにおいては、実際に弁護士事務所に行き、その仕事を

体験することができます。具体的には、依頼人との打ち合わ

せに同席したり、裁判の傍聴をしたりするなど、座学だけでは

経験できないものばかりです。このように真法会研究室には、

実務へのイメージを明確にできる素晴らしい制度が整ってい

ます。

                                                      （３年　原口真緒）

年間行事
※令和元年度の例です。

裁判所見学
　真法会研究室の先輩方が働く裁判所を訪問し、裁判傍聴や施設の見学をします。

エクスターンシップ
　真法会研究室の先輩方が働く弁護士事務所へのエクスターンシップです。先生のお仕事を

間近で見たり実際にお手伝いをさせていただいたりすることができます。

検察庁見学
　真法会研究室の先輩方が働く検察庁を訪問し、証拠品倉庫など、一般の人が見学するこ

とのできない施設を見学できます。



2019年度
予備試験合格者

5名

私立
中央大学　　　　13名（全免8名　半免5名）
慶応義塾大学　13名（全免1名）
早稲田大学　　　5名（半免2名）

国立
東京大学　8名
一橋大学　2名
東北大学　2名

法科大学院合格者の声

2019年度
司法試験合格者

17名

P9 合格実績 実務家からのメッセージ P10

　私は、現在、東京で企業法務弁護士として働いています。学部４年次に予備試験に合格したため、同級生よりも２年早
く実務に出ることが出来ました。仕事はまだ慣れていないことばかりで大変ですが、日々新しい学びがあり、とても充実し
ております。
  私は２年入室でしたが、切磋琢磨しあえる同期・同学年、非常に面倒見の良い先輩方に囲まれ、長時間の勉強が苦で
ないほど、毎日楽しい研究室での生活を送ることが出来ました。１人で勉強をしていた頃は何をすればいいのか分からな
いまま、闇雲に勉強していましたが、真法会研究室では、先輩方が、明確にどの教材をどのようにどの程度学習すれば
試験に合格できるのかを示してくれました。共に勉強していた仲間とは、卒業後も繋がりがあり、会う度に刺激を受けて
います。みなさんが、真法会研究室で、目標に向かって切磋琢磨できるかけがえのない仲間と出会えることを願っていま
す。

弁護士

裁判官
　私は現在裁判官として働いています。現在民事裁判を担当しており、一般的な私人間の紛争だけでなく、建築訴訟・
医療訴訟・行政訴訟といった専門的知識を要する事件も担当しています。毎日新たな発見があり、充実した日々を送っ
ています。
   真法会の強みの１つとして、先輩後輩間の関係が深いという点を挙げることができます。
 真法会では、毎年創立記念式典を開催しており、室員は、現在第一線で活躍されている会員と気軽に交流することが
できます。私自身、真法会研究室に入室するまで、法曹の方と交流したことがなく、法曹は自分にとって縁遠い存在だと
考えていました。
  そんな私が最終的に自信をもって現在の職種を志望することができたのも、創立記念式典で先輩会員の方々から仕事
のやりがいについて伺うことで、法曹の職務に魅力を感じ、自分自身も法曹として活躍し、社会に貢献したいという気持
ちを抱くことができたからこそだと思います。
　真法会研究室は、学習環境だけでなく、最終的な進路選択を深く考えることができる環境も充実しています。このパン
フレットを手にしている皆さんと創立記念式典でいつの日かお会いできるのを楽しみにしています。

 

　私は、現在、東京で企業法務を中心に扱う弁護士として働いています。
　大学に入学したばかりの頃は、弁護士を目指していたものの、弁護士の具体的な仕事内容や司法試験に向けた勉強
方法は全くわからない状況でした。しかし、真法会研究室に入室して、私の人生は大きく変わりました。真法会研究室に
は、優秀な先輩方によるカリキュラムゼミ、切磋琢磨しあえるかけがえのない仲間、法曹三者と交流できる貴重なイベント
など、真法会研究室にしかない魅力がたくさんあります。
　真法会研究室に入室していなければ、きっと今の私はなかっただろうと思えるほど充実した学生生活を送ることができ
ました。
　皆さんも、ぜひ真法会研究室でかけがえのない仲間と一緒に勉強してみませんか。皆さんの入室を心よりお待ちしてお
ります。

弁護士

合格実績

　真法会研究室には学習する環境が整えられています。
　通常ならば、勉強方針については暗中模索せざるを得ないと思い
ます。しかし、同研究室では入念に組まれたゼミカリキュラムによって
正しい方向へ導いてくれます。また、先輩に相談したり、研究室にあ
る情報と結びつけて考えることで勉強方針を固めることができます。
　研究室は定席や豊富な蔵書等があり、切磋琢磨しあう仲間もいる
ことから勉強の拠点としても最適です。勿論、定席が苦手な人や勉
強時期に関してマイペースな人もいると思いますが、その様な人にも
同研究室はおすすめです。なぜなら、これらの人が陥りがちな情報
不足による勉強方針ミスを防いでくれるからです。私自身マイペース
かつ自宅派ですが、ゼミによって基礎ができていたので落ち着いて
受験できました。勉強方針も迷うことなく立てられ、自分を信じて突き
進むことができました。
　真法会研究室があったからこそ、今の自分があると思っています。

高崎友明加（法学部法律学科卒業）

一橋大学法科大学院（進学先）
他、
中央大学（半額免除）
慶応義塾大学
早稲田大学
合格！

北田将大（法学部法律学科卒業）

東京大学法科大学院（進学先）
他、
中央大学（全額免除）
慶応義塾大学
早稲田大学
合格！

　
　4年間、組織や制度について考え続けました。真法会には登室制度
や共研当番など様々な制度があり、それらの制度には合理的な趣旨
があります。それと同時に制度についての多様な意見があります。
　「学問の研鑽と人格の陶冶」という真法会の目標にとって、どのよう
な組織・制度がより良いのか考え続けています。おそらく多くの室員が
一度は悩んだ事があり、今後入室するであろう皆さんも悩むと思いま
す。
　また、真法会には様々な価値観をもった人が集まります。そのため
時に激しく対立することもあります。しかしその中で自主性を重んじ互
いの価値観を尊重しあう下地が作られていると思います。悩むことは
若者の特権です。組織について悩み、対人関係で悩み、人生につい
て悩み、人として成長する場として真法会は最適です。
　人生は「あれかこれか」という選択の連続です。皆さんが真法会研
究室に入室するという選択をされることを願っています。

検察官
　私は現在検察官として、刑事事件の捜査や公判を行っています。私が検察官を志望したきっかけは真法会研究室の検察庁

見学でした。事件の真相を解明し、法と証拠に基づいて、犯罪をした人への適切な刑事処分を決定するという仕事に魅力を感

じました。

　真法会研究室は多くの法曹を輩出しているため、様々な行事を通じて、学生の時から自分の将来像を具体的にイメージする

ことができます。

　また、司法試験までの道のりは長く険しいものですが、同じ目標に向かって一緒に勉強する同期の存在は、学生生活の中で

非常に大切です。私は真法会研究室の同期と一緒に勉強したからこそ、司法試験を乗り越えることができたと思っています。同

期は、大学を卒業してからも良き友人であり、一生ものの関係ができたと思っています。

皆さんが真法会研究室に入室してくれることを心よりお待ちしています。

法科大学院合格実績

実務家からのメッセージ



入室試験要綱

応募資格　本学1・2年生（学部学科不問）
募集人員　1・2年生計20人程度
受験料　　　円
試験会場　中央大学多摩キャンパス
　　　　　　号館　教室

　法律学習のためには、法職多摩研究室のゼミ

受講料、法職答案練習会の受講料など、何かと

お金がかかります。

　そこで、経済的な事情で学習の機会を逃すこ

とがないように、これらの受講料の半額程度を援

助しています。

　また、法科大学院受験や就職に必要なTOEIC

受験料についても半額援助を行っています。

　さらに、研究室内のコピー代は通常のコピー代

の半額である1枚5円となっています。

法職ゼミ受講料

TOEIC受験料 コピー代

P11 経済的バックアップ 入室試験要綱 P12

一次試験… 月 日（ ）
 ▶ 筆記試験（適性試験・一般論文）

　集合時刻　　　：

　試験終了　　　：

 ▶ 持ち物

　黒ボールペン・受験票・願書・学生証・調査書(または成績証明書)

二次試験… 月 日（ ）
 ▶ 面接試験（正装でお越しください）

　面接時間は一次試験合格発表時にお伝えします。

※試験開始後の途中入室、試験中の途中退出はできません。
※試験開始・終了時間は変更となる可能性があります。
※二次試験日が同一の玉成会研究室・商法研究会に重複合格した場合、いずれの試験も受験で
きます。
※成績証明書及び願書は一次試験当日に回収しますので、忘れないようにしてください。もし間に
合わない場合、一次試験合格発表時に炎の塔1階で回収しますので、持参してください。

※一次試験を受験される方は、念のため　月　日（　）は予定を一日中開けておくようにしてください。
※二次試験が他の研究室と重複した場合はこちらで調整いたします。
※二次試験日が同一の研究室の二次試験に合格した場合、受験者の
希望に合わせていずれか一つの研究室にのみ合格となります。

その他質問のある方は

出店にてご質問ください

実業友の会
　実業友の会とは、主に公務員や民間

企業などで活躍する真法会研究室の卒

業生により運営される団体です。

　実業友の会では、公務員や民間企業

への就職を志す室員に対し、多方面で

活躍している先輩方による進路指導や、

エントリーシートの添削、模擬面接などの

就職支援を行っています。

法曹志望者以外の支援
　真法会研究室は法曹志望者への支援

はもちろんのこと、公務員や民間企業を

志望する室員への支援も行っています。

　私は今年度から民間企業に勤めています。

入室当初、法律家を志していましたが、多くの先輩方と行事で

交流していく中で、本当にやりたいことは何なのかを深く考え直

し、見つけることができました。法律家のみならず、民間、公務

員など様々なキャリアを持つ先輩方とお話しすることができるの

で、自己の将来像をより明確にすることができると思います。

 また「実業友の会」の先輩方にはES添削や面接練習、就職活

動の相談など手厚くサポートしていただき、希望の進路に進む

ことができました。面接本番で練習した質問をされたこともあっ

たので、対策の存在は非常に心強かったです。

　このように真法会研究室は、自己の夢に向かって頑張る全て

の人を応援してくれる魅力的な場所です。みなさんも真法会研

究室に入室して、夢への一歩を踏み出してみませんか？

株式会社サンライズ
プロモーション東京

松井優佳（法学部法律学科卒業）

経済的バックアップ
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　このパンフレットを手にして読んでいる皆さんは、司法試験や法曹

という職業に少なからず興味があるということでしょう。しかし、そうした

目標を達成するためにはどうすればいいのかわからず、漠然とした

不安を感じている方もいるのではないでしょうか。

　真法会研究室には、学年を超えて日々語り合い、お互いを高め

あうことのできる仲間がいます。ゼミはもちろん、自学自習という面に

おいても肩を並べて共に学ぶことのできる仲間の存在は大きな力と

なります。

　また、真法会研究室では実務家の先生方と交流し、その仕事を

間近で見る機会も数多くあります。実務を知ることは、自身の将来

像をより明確化し、学習意欲を高めていく上で不可欠です。机に向

かうだけでなく、在学中から法律実務に触れることができるのは、多

くの先輩法律家との強いつながりを持つ真法会研究室の特色の

一つです。

　　真法会研究室の最大の特徴である強い「縦のつながり」と「横
のつながり」はみなさんの法曹への道筋を照らす助けとなり、また
一生の財産となるでしょう。

　みなさんが真法会研究室の一員となり、ともに切磋琢磨する日
が来ることを室員一同心待ちにしています。

                         Thank you for reading！


